
未来のまちづくり
スマートクールシティ

ワークショップ
第４回

2024.8.31（土）13：30～15：30
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開会

2



ІϾЅв˔и
13ʿ30 ᵫᵓʺҼ╕

13ʿ33 ϱрФАЕ ᵕχ Ϥ Ϥʺ◕χ☼├ρχ ὀⱧ

・7/27動画の視聴、各班の観測結果の共有

・観測結果から読み取れることについて

・市の施策との連携事例：観測データを他のサービスで読み込む

13ʿ50 ЀЬвИГϰжЩẉόSlackτνΜο

13ʿ55 ДϰІϸАЄдр ϯϼЄдрχ῟ᴮʺήϣτ῟ᴮΥπϥ ʺ◕χ☼├ρχ ὀᴦ ʺ
ᴟˢ Ϥ ΰ ˣσςχᾁ

14ʿ10 アウトプット、フィードバック① 各班が検証結果の発表。フィードバック

-------- ˢ14ʿ25˙14ʿ35 ẈἾ 10 ˣ----------------

14ʿ35 ϱрФАЕ ḧ ⁮ʺΩ ⁮ᵓχ ϛ

・中間報告会は5班それぞれが10か所の観測結果とクールアクション結果を発表する。

・グループの資料作り、プレゼンへのアドバイス

14ʿ50 ДϰІϸАЄдр ḧ ⁮ᵓϒχ

15ʿ15 ϯϳЕФАЕʺТϰ˔ЖНАϼ 各班報告、フィードバック

15ʿ30 אּ ╖ֲʾ ᵓ 3



インプット①

前回の振り返り、
市の施策との連携事例

⑴ 動画の視聴、各班の観測結果の共有（7分、三宅ファシリテーター）

⑵ 観測結果から読み取れることについて（5分、白木ファシリテーター）

⑶ 市の施策との連携事例：観測データを他のサービスで読み込む（5分、齋藤主査）
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インプット①

⑴ 動画の視聴、
各班の観測結果の共有
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ᵊχ♪ ʺᶆ χḢ ὫᴮχẶ ˢ7/27 χ ⁮ ˣ

ʾ͖ ῲ Ϭ Ῥׂשπϼ˔иτ ⌠

ʿ ῲ τ ῬׂשϬ ΰʺ κ ῇϞʺ ԛχΚϤσ
ΰ ʺΜϧΜϧσ ὯπṓᴛϬ ʻ

Ὣᴮʿὺ Υ ΰοΜϥϘκσΤχṓᴛΥΩ‰π37.6 ιμθχτ ΰʺ
ῬׂשϬ Μο μθⱲψ36.9̆ιμθʻήϣτʺ Ῥׂשτ κ Ϭ
ΰθράϧ36.5̆ρ0.4 ṓᴛΥᴞΥϤϘΰθʻ

Ϙθʺ Ῥׂשχ τ͎Ή◌ χЌ˔ФϬ Φ ԛϬ⌠μθϵзϯπψʺ
ῬׂשιΪϬ Μθϵзϯρ ᶓΰο ḇᴛ ΥροϜ ΰΨḇαθʻ
ԛπΚϦω Ῥׂשχ τ℅ϥρᵙ τḇαʺ ῢׂשρ ԛΥ›ϩή
ϥάρπʺˮạ χ ΜἋḧ˯Υ⌠Ϥ δϥρḇαϘΰθʻ

ТϮЄзГ˔Ќ˔ЀЮрЕʿˮ Ῥׂש˯ρˮ ˯χ ᶓʺ ϬΤΪθ
ρζΞπψσΜ χ ᶓʺ σθρ ֲχ ᶓϬ τήϦοΜϘ
ΰθʻЂ˔ЯϸЮж ᵊϬᾋϥρ ΤϤϘβΥʺ ϬΤΪθ Υ
ΠοΜϘΰθʻάχὫᴮϬ τῲΫϥτψρΜΞ―╔Ϭṍ ΰοΜ
Ϙβʻ

6



ᵊχ♪ ʺᶆ χḢ ὫᴮχẶ ˢ7/ 27χ ⁮ ˣ

ʾB ⁯χˮ ОϱФ˯πϼ˔и ⌠

:ʿ20Ю˔Еиχ╩ Ш˔ІπЬІЕϬ ΰʺ βϥ
ῇπṓᴛϬ

ὫᴮʿЬІЕ ῇπṓᴛ τ Φσ ᴟψᾋϣϦϘδϭπΰθ
Υʺ ḇ τψ ΰήϬḇαϘΰθʻ

Ϙθʺ ϤψṓᴛΥ ϢϤϜ‰ΤμθΥʺάϦψꜛ χכּ
ṓϹІϞ Ϥπ ΊϬּלϥϜχΥσΜθϛ ΊχֲốϬ ΪϞ
βΜχπψσΜΤρ―ΠοΜϘβʻ

ТϮЄзГ˔Ќ˔ЀЮрЕʿ Ϭ ϣβιΪπψṓᴛψ ϩϣσ
ΤμθΥʺ ḇᴛ ψ ϩμθρχάρʻ χ ᴛψ Μχπ
1Ήᴞτψ ΰΜ ΥΚϥΥ ψ Μ˜άάΤϣϢΜϯϱДϯ
Υ οΨϥχπψσΜπΰϡΞΤʻ
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ᵊχ♪ ʺᶆ χḢ ὫᴮχẶ ˢ7/ 27χ ⁮ ˣ

ʾC κ χῬ ρЀЬвИГϰχ πᵹϬϼ˔иτ

ʿОрᴒήϭχέẸ ϬΜθιΦʺ ԛ ρ ΰ π κ
Ϭ͎ᵕγνם☼ʻζχ῟ᴮϬᾁ βϥʻ

Ὣᴮʿ κ χ1ᵕ πψ ԛ Ϝ ΰ Ϝ Φσṓᴛ ᴟψᾋϣ
ϦϘδϭπΰθΥʺ2ᵕ πψ ԛ πֿבḄχṓᴛ ᴞΥᶎ
ήϦʺ῟ᴮΥ ϦϘΰθʻ

ТϮЄзГ˔Ќ˔ЀЮрЕʿСрϼχРУІπΣΰϝϦτ μοΜ
ϥC ʺׄ ΰΤԁ τ ϦϘδϭπΰθΥʺᴛ ὓ χ∑τ
ˮ ˯Υ ḇᴛ ϬᴞΫοΜθρΜΞΣ ΥΚμθρ◘ΜϘβʻ
⁯ ʺΜל Ϭ ΜοΜϥ ệπʺ ḇ τ ΰΜḕẽϬνΨ
ϥτψˁρΜΞḢ ϜⱱμοϜϣΞ ˢρ θσᴠ ˣΥᶚΰ
ϙπβʻ
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ᵊχ♪ ʺᶆ χḢ ὫᴮχẶ ˢ7/27 χ ⁮ ˣ

ʾD φάΥχόχόϼ˔иЄГϰ⌠

ʿЧАЕ χ Ϭ ӪΰʺᴡϜΰσΜ ρʺ Ϭ Μθ πṓᴛ
Ϭ ᶓʻ

ὫᴮʿᵰṓᴛΥ34.6̆ΨϣΜχⱲτʺЧАЕ χ Ϭ Μθ χ ψ
29.5̆τσϤʺ5 Ψ̆ϣΜᴛ Υ ΨσϤϘΰθʻ

χḢ πὺ χ ựρ χ ựϬ ᶓΰθράϧʺ
χ ựψΤσϤṓᴛΥᴞΥμθχπʺ τϢϥӸΜΥΚϥάρ
Υ ΤϤϘΰθʻ

ТϮЄзГ˔Ќ˔ЀЮрЕʿάχϼ˔иϯϼЄдрψʺ͏νχ ᶓΥ
ᶎπọ Τμθπβʻ χὓ ψςΞσμθΤτϢμοψʺ
άχˮ ᶓ˯Ϭᶨ ΰθ ϜᴡΤ ΪϥΤϜρ◘ΜϘΰθʻ
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ᵊχ♪ ʺᶆ χḢ ὫᴮχẶ ˢ7/ 27χ ⁮ ˣ

ʾE ϭπ Ϟδ˂˂˙ᴨχ НАГϰрϽ˙

ʿ Ϭψαϛρΰθ όχ ῇπṓᴛϬ ʻ

Ὣᴮʿ ϬНАГϰрϽΰᶤϥάρπ χ Υ τ╨ΤϦʺ“
ϩσΤμθ ρ ᶓΰʺϯϼЄдрϬ“μθ πψ0.3 χ
ṓᴛ ᴞΥᾋϣϦϘΰθʻζχ χḢ πχḢ χὫᴮʺ
ԛρ χ ϥ ψṓᴛΥ ΜάρΥ ΤϤϘΰθʻ

ТϮЄзГ˔Ќ˔ЀЮрЕʿ τϜ∏μθE ʻᶚΰΤμθπβφʻ
ᶚΰΤμθπ Ῑ 1ʻ Ϊσς σ ϜΚϤϘβΥʺ
Ẕβϥ∑τФ˔иΥΚϥρΜΞˮᾋθ ˯ιΪπϜṌτᵨτσμ
οΜοʺΜΜЎайрЅπΰθφʻ◓ằθκχᴨẈϙχꜛ ᾆẕ
τϜσμοΜθϣήϣτṃΰΜπβʻ
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インプット①

⑵ 観測結果から読み取れる
ことについて
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ṕ Ṗ
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2024 7 27 ṕ Ṗ
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A

ḰA אל
ẅḲ

Ḱ
ṕArcGIS pro ṇ ṕ Ṗ Ṗ
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B

ḰB אל
ẅḲ

Ḱ
ṕArcGIS pro ṇ ṕ Ṗ Ṗ
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C

ḰC אל
ẅḲ

Ḱ
ṕArcGIS pro ṇ ṕ Ṗ Ṗ
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D

ḰD אל
ẅḲ

Ḱ
ṕArcGIS pro ṇ ṕ Ṗ Ṗ
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E

ḰE אל
ẅḲ

Ḱ
ṕArcGIS pro ṇ ṕ Ṗ Ṗ
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ṕ Ṗ ṕ Ṗ

2.0m

Ḳ2024 8 20 14
ṇ Ḳ

Ḳּף TR-50U2
Ḳ 1 50

Ḱ ṕ Ṗ
ẑ ṇ ṕGoogle Maps Ṗ
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ṕ Ṗ ṕ Ṗ

Ḱ ṕ Ṗ

Ḱ Landsat
ṕ2022 8 3 U.S. Geological Survey)

ẑArcGISpro ṇ ṕ Ṗ

ẑArcGISpro ṇ ṕ Ṗ



インプット①

⑶ 市の施策との連携事例：観測
データを他のサービスで読み込む
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◕χ☼├ρχ ὀⱧ ʿḢ Д˔ЌϬ χЂ˔РІπ ϙ₅Ϛ

ϸϺЀϘμϑτ ήϦθД˔Ќχᶨ

23

カキコまっぷ
（高校生版）

他のGIS（地理空間
情報システム）

エクス
ポート

イン
ポート

CSV

カキコまっぷからエクスポートしたCSVファイル（表）



◕χ☼├ρχ ὀⱧ ʿḢ Д˔ЌϬ χЂ˔РІπ ϙ₅Ϛ

˰Re:Earth ˢзϯ˔Іˣ˱

熊谷市では
地理情報を扱う際の標準的なGIS※サービスのひとつとして採用
している

他の地理情報なども掛け合わせた分析・表現
作製した地図表現の公開 が可能

・人口（統計情報から）
・気象シミュレーション結果
・人流（今後データ活用予定）
……などの、地図に重ねることのできるデータ

24

※ GIS・・・Geographic Information System の略で、日本語では地理情報システム

という。地理情報を含んだ様々なデータを重ね合わせて表示することで、

分析等に活用されるシステム。



ˢ╥―ˣWebGISˮRe:Earth ˯τνΜο

25

◆ Re:Earthとは

インターネット上にて利用可能な地理情報システム（WebGIS）であり、国土交通省の進める3D都市モデル

プロジェクトPLATEAU（プラトー）データ対応のオープンソースソフトウェア。

アカウント発行（無料）すれば誰でも利用でき、地図作成や更新・公開設定などで難しいプログラミングを

行う必要がないことが特長。



◕χ☼├ρχ ὀⱧ ʿḢ Д˔ЌϬ χЂ˔РІπ ϙ₅Ϛ

˰Re:Earth ˢзϯ˔Іˣ˱πχ ꜘ
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◕χ☼├ρχ ὀⱧ ʿḢ Д˔ЌϬ χЂ˔РІπ ϙ₅Ϛ

˰Tableau ˢЌУк˔ˣ˱ˢ╥―ˣ

熊谷市では
データ可視化・分析をするツールのひとつとして導入している

Tableauはひとつのデータを様々な形で可視化することが得意

データ分析の議論をする
分析結果を見やすく表現（可視化）する
といったことにも活用可能

27



BIツール※1「Tableau」とは、 Υ ᵔΰϞβΜἹτʺД˔ЌϬ

ʾḛ τᴦ♪ᴟˢРЅвϯжϱЉ˔ЄдрˣβϥάρΥπΦϥ

Б˔иです。

「データ利活用」を推進するスマートシティの強い味方として、

令和５年度にスマートシティサービスの関係課※2から導入しました。

Tableau ψʺД˔Ќχᴦ♪ᴟϬḛ ʺ ḇ τ“ΠϥОмТиσБ˔иπβ

2

※2 （R6.8月現在）政策調査課、企画課、スポーツタウン推進課、市民活動推進課、環境政策課、商業観光課に合

計１０ライセンス導入しています

※1 BIツール・・・Business Intelligence ツールの略で、企業等に蓄積された大量のデータを集めて分析・見える

化し、迅速な意思決定を助けるためのソフトウェアのこと

ˢ╥―ˣBIБ˔иˮTableau ˯τνΜο

28



◕χ☼├ρχ ὀⱧ ʿḢ Д˔ЌϬ χЂ˔РІπ ϙ₅Ϛ

˰Tableau ˢЌУк˔ˣ˱πχ ꜘ
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コミュニティラボ及びSlackについて

30
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צּ ḭ ḭ ︣ כֿ ḭ
צּ ךּ צּ ¬ º ︣Ḯ

ḱ ḱ

+
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צּ ṕ
Ṗ ︡פּ ḭ צּ

קּ פּ
לּ ṕ Ṗ
︡ וֹ ︡ Ḯ

ךּ︡ ︡ḱ

ΜνπϜςάπϜιϦρπϜ

νσΥϥ

ϼжϳЖжЩ

зϯижЩ

ẇWeb ṡשּ Ṣ ḭ פּ ṡשּ Ṣ ︡ ךּ ︣Ḯ
ṕ ︣ḮṖ
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פּ

ḭ ḱ צּ ︣ ︣ ḭ
Ễ ︡ ︡ אל Ḯ

· PFṕễDGISṕ Ṗḭ שּ

ṕR6 Ṗ Ṗ ḭ

ḱ לּפּ נּ ︡ Ḯ

· ︣ כֿ ḭ צּ ︡ ḭ

︣ כֿ קּ ḭ ḱ

︣ Ḯ

נּ



Ἕ ЀЬвИГϰжЩπ► βϥSlack

ÅSlackはコミュニケーションのためのチャットツール

Å同時に複数の方に情報を伝えられる（リアルタイムに、簡潔に）

Å様々なチャンネルを見られるので、発見がある（情報共有）

Åリアクション機能でコミュニケーション活性化

Åスレッド機能でひとつの話題（まとまり）が分かりやすい

Åデータの受け渡しが便利

Å個人情報や誰かを傷つける書き込みはしないルール

Åニックネームでも参加でき、メールアドレスも非表示
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ディスカッション、発表
フィードバック①

35

・各班で、アクション効果、さらに効果がでる方法、市の施策との連携可能性、商品
化（売り出し方）なども検討

・各班で発表
・ファシリテーターからフィードバック



休憩
（10分間）
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インプット②

中間報告会、最終報告会の進め方

※中間報告会は5班それぞれが10か所の観測結果とクールアクション結果を発表する。
（1班７分以内、発表用テンプレートを使用したスライド10枚以内）
⑴グループの資料作り、プレゼンへのアドバイス（動画視聴）
⑵Slackの活用、入り方（資料配布のみ）
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ḧ ⁮ᵓˢ9/28 ήΜΰϭἝ Ри ᵓṳעˣ

Å開会、ファシリテーター、各班の自己紹介（10分）

Å取組みの概要説明（10分）

Å各班発表（40分） 1班7分以内×5班

総括、チームの評価、現状の課題、実装に向けて、などを盛り込む

---- 休憩（15分）----

Å講評（30分） ファシリテーター1人10分以内

今後の検討や取組みのヒント など

Å最終報告会について、コミュニティラボでの活動について（10分）

Å写真撮影、閉会（5分）
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Ω ⁮ᵓˢ3/ 22 ᶘἝ ϺарОІ Ͽ˔ЕФжЃ1101ễעˣ

Å開会、ファシリテーター、各班の自己紹介（10分）
Å取組みの概要説明（10分）
Å基調講演（40分）
① 三宅ファシリテーター（WS全体 20分）
② 白木ファシリテーター（観測・分析 20分）
---- （休憩10分）----------

Å各班発表（45分）
進行・総括：原田ファシリテーター
1班7分以内で発表、ファシリテーターからコメント

Å写真撮影、閉会（5分）
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インプット②

⑴グループの資料作り、プレゼン
へのアドバイス（動画視聴）

40



ІЫ˔Еϼ˔иЄГϰ
ḧ ⁮τΰΪο

ФйЉрⱢ χβˍϛ

ᶴ꜠ᵓּזϺд˔зϼ

ᾖ ἦ

41



42

プレゼン資料作成
セブンステップ



１.タイトルスライド

43

Åプロジェクトの名称、発表者の名前とチーム名などを記載します。

Å一目で何のプレゼンなのかがわかるように、ビジュアルやキャッチコピーを加えても良いでしょう。



2.チーム紹介（Team）

44

プロジェクトを実行するチームメンバーを紹介します。
各メンバーの役割や経験、専門性を強調します。チームの強みや独自性を示し、審査員に信頼感を与えます。



3.課題の提示（Problem Statement）

45

解決しようとしている具体的な問題を説明します。これは、地球規模、熊谷市やユーザーにとって
どれほど重要で緊急性のある問題なのかを明示する部分です。
図、数値データやグラフを使って問題の深刻さを視覚的に示すと効果的です。

引用：JCCCA 全国地球温暖化防止活動推進センター（https://www.jccca.org/global -warming/knowleadge01 ）

気象庁資料より

https://www.jccca.org/global-warming/knowleadge01


4.解決策の提案（Solution）

46

実証実験の中心となる解決策を説明します。
プロダクト、施策の概要、機能などを明確に示します。ユニークな特徴や他の競合と比べた際の強みを強調します。

引用：熱中症ゼロへ（https://www.netsuzero.jp/netsu - lab/lab 07）

https://www.netsuzero.jp/netsu-lab/lab07


5. 実証実験結果と考察

47

実証実験の結果を以下の２つで説明します。
Å データ分析等の定量的評価
Å インビュー等の定性的評価

本実験中の面白エピソードや失敗エピソードも入れて楽しくしよう。

引用：熱中症ゼロへ（https://www.netsuzero.jp/netsu - lab/lab 07
引用：AIテキストマイニング（https://textmining.userlocal.jp/ ）

Å データ分析等の定量的評価 Å インビュー等の定性的評価

暑い夏を
ダジャレで
冷やそう！

https://www.netsuzero.jp/netsu-lab/lab07
https://textmining.userlocal.jp/


６.ロードマップ（Roadmap / Milestones）

48

プロジェクトの今後の進行計画や重要なマイルストーンを示します。これには製品の開発フェーズ、テスト、
ローンチの段階などが含まれます。 各フェーズの期間や目標も具体的に示します。



７.まとめとお願い（Conclusion and Ask）

49

プレゼンをまとめ、最も重要なポイントを再確認します。もし支援を目的とする場合は、支援の形態を明示します。

ḧϬ᷊Φ₅ϚθϛχІЕ˔Ϥ˔

プロジェクトを進めていく上で、
支援者を巻き込むことが大切であ
る。

₈ῇχФжрʺ θσᴿ

Ϙρϛ

なぜなのか？
⇨課題

どのように？
⇨解決

どうやって進めるか？
⇨アクションプラン



50

プレゼンの資料の４つのコツ



1.ビジュアルと簡潔さ

51

Å ІжϱЖψЄрФиπᾋϞβΜДЃϱр
Å РЅвϯиˢϽжТʺᵊ ʺϯϱЀрσςˣϬᶨ ΰο Ϭ ḇ
Å Д˔ЌϞϽжТπ χ ⁭ήϬ♪ᶐ τꜘβρ῟ᴮ



2.ストーリーテリング

52

Å ԁḤΰθІЕ˔з˔жϱрϬⱱθδϥάρπʺ Υ ᵔΰϞβΨʺ
ẶḇΰϞβΜФйЉрτσϤϘβʻ

引用：https://www.kaitakusha.tokyo/archives/ 309
https://diamond.jp/articles/ - / 86268

https://www.kaitakusha.tokyo/archives/309


3.インパクトのある
オープニングとクロージング

53

Å ФйЉрχΩ ρΩῇψ τԊ τ▪ϥϢΞτῬ ΰϘβʻἇ σ
Ⱨ Ϟԏ ʺϱрОϼЕχΚϥД˔ЌϬ►Ξρ῟ᴮ πβʻ



4.練習とフィードバック

54

Å ФйЉрχзМ˔ЂиϬ φʺⱲḧ (7 ʺ10 Ϙπ)ρ ΰ
Ϭ ΰϘβʻ

Å Тϰ˔ЖНАϼϬ Ϊϥάρπʺήϣτᵠ Υᴦ πβʻ



インプット②

⑵Slackの活用、入り方（資料配布のみ）

55



¤ ȕȍȲɒȍɜÈƥ2 É
¤WEBǡ ÔSlackÕǫǡ ȾɖºÈƥ8נּ É
¤ɇȴɎȋɔòɔºɔÈƥ18 É

ȜɈɎȴȯȌɒɅ

2024.8.21

56



ȜɈɎȴȯȌɒɅ
ȕȍȲɒȍɜ

57



ȜɈɎȴȯȌɒɅ ȕȍȲɒȍɜ

þ ȜɈɎȴȯȌɒɅǛǢ

ǡ ǝ ǞǻǽȋȍȰȋǡ Ǜ ȅǈǼǞ ǌǾǒǴǡÔȜɈɎȴ
ȯȌǡ ȅ ƾǊǒ ǡ ÈɒɅÉÕ¡

¤WEBǡ ÈǆǡSlackǚǌ¡)

¤ɓȋɔǡ È ǚ ¡É

þ נּ

¤ ¤◖☺¥  È╗ ÉǄǷǀ Ⱥºȱȳºȣ

¤ Ɋɜȹº¥ӡנּ ǞǹƾǽǡƵǾ  Ӣ ȜɈɎȴȯȌɒɅǞ ǡƵ
Ǿ  ӣ   Ǟ ǡƵǾ

þȕȍȲɒȍɜ

¤Slackȅ ǊǒȜɈɎȴȯȌɒɅÈWEBǡ ÉǢ ǊǝƿǼ ǴǙƷǱǌ¡
נּ ǡǲǝǈǱǡǇ≥ ȅƷǒǓǀǝƿǼ ǻǽ Ʒ ǞǚǀǒǼǛ ƷǱǌ¡Ǉ
ƷǒǓƷǒ ǚ ǏǥǇ ƷǒǓǄǱǌǻƹƽ ƷƷǒǊǱǌ¨

58



ȜɈɎȴȯȌɒɅ ȕȍȲɒȍɜ

þȕȍȲɒȍɜÈ ǀÉ

¤Slackǚ ƷǒǓƷǒ Ǣ HP ǚǵ ȅǌǾǆǛƿƵǽǱǌ¡ Ǣ ◖
☺ ƿȽȬȘȋȬɀ Ǧ ȅ Ʒ ǌǾǆǛƿƵǽǱǌ¡ ǞHP Ǟ ǈǿǙ
ƷǾǇ ǡ ǞǗƷǙ  Ƿ ǡǇ ƿǇǉƷǱǊǒǼ ƽ ǚǌ
ƿ ◖☺⅜ǙǞDMƷǒǓǄǱǌǻƹƽ ƷƷǒǊǱǌ¡

¤ Ǟ ǌǾ Ǣ  ȪɌɜȶɔ  ǚǵOKǚǌ¨

¤ȶȕȯȌȿǝ Ƿ ȜɜȯɜȭǞ ǌǾ  ɔºɔ ǡ ȅǈǿǒ Ǣ 
  ǛǈǎǙƷǒǓǂּס ƿƵǽǱǌ¡

¤ נּ ǚǡǷǽǛǽǢ ǚǌƿ Slack ǚǡDMǢ ƻǙƷǒǓǀǱǌǻƹƽ
ƷƷǒǊǱǌ¡

¤ǆǡɀɒȬȱȾȒºɉǢSlackǡ ɀɒɜȅ ǊǙƽǽ 90 ∙ ƿ Ǌǒ
ɊȬȤºȡǢ ǛǝǽǱǌ¡

¤ Ǟ ǊǙǢ ƿ ǌǾǵǡǛǊ  ǡ ǝǊǞ ȅ ǌǾǆ
ǛǢǇꜛ ƷǒǓǀǱǌǻƹƽ ƷƷǒǊǱǌ¡

¤ ǡ Ǣ Ǟ ǌǾǒǴ  נּ ǚ ȅ ǌǾ Ǣ 
ǡÇȢɕȬȲǫ ÇǞǙ ȅ ƹǻƹƽ ƷƷǒǊǱǌ¡

59



ȜɈɎȴȯȌɒɅ ȕȍȲɒȍɜ

þȪɌɜȶɔǡǇ

#00_ ȕȍȲɒȍɜ

ǆǡɘºȘȢɃºȢǡ ǚƽ ƷǊǒƷǆǛȅ ǎǙƷǱǌ¡

#01_

ǆǡɘºȘȢɃºȢǢ ǚǡ OKǛǊǙƷǱǌǊ  Ǣ ǚǢƵǽǱǎȆ
ƿ  ȅ ǖǙǵǼƷǒƷ ǢǇ ǂǓǈƷ¨

#02- -◖☺ǫǡ ȪɌɜȶɔ

ǜȆǝ ƾƷǆǛǚǵ ǞǇ ǂǓǈƷ¨

#03_◖☺Ǟ ǌǾƽǊǼǎ

ȪɌɜȶɔǡ Ƿ ⅛Ʒ ǞǗƷǙ ƿƵǖǒ ǡƽ ǎǡ ǚǌ¡

#04_ ɒȏɜȡ

Ƿ   ǡ ǌǾȍɂɜȱ ǝǜȅ ǌǾȪɌɜȶɔǚǌ¡
נּ ǡ ǈȆƾǼǡ ǡ ǵּס ǚǌ¡

60



ȜɈɎȴȯȌɒɅ ȕȍȲɒȍɜ

þȪɌɜȶɔǡǇ È ǀÉ

#05_01 ȢȚȬȪǡȋȱɓȑ

ȢɇºȱȠȯȌǡ ȅ ǂÔȠºɜȢȚȬȪȜɜȯȢȱÕÈ Ū Éǡ
ǢǆǔǼ¡

#05_02ȢɇºȱȘºɔȠȯȌǫǻƹǆǐ

ȰȡȨɔǛȋȍȰȋǚÔȘºɔÕǝ Ǟ¨ ū ǡפּ ƿ ǚǌ¡

#05_02 -- 2024_a  b  c  d  e

2024 È 6 ÉȢɇºȱȘºɔȠȯȌɘºȘȠɐȬɀǡ ǡȪɌɜȶɔǚǌ¡

#05_03-- ȰȡȨɔ ȅ Ȁƹ- ƽƹ

ǡȢɇºȱȾȒɜǷȨȿɕȬȱƾǼ ǱǔǘǂǽǞ ǌǾǆǛƿǚǀǱǌ¨ ǚ
ǖǒȰºȨǚ ȅǻǽ ǼǊǷǌƷ ǞǊǱǊǺƹ¨
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ȜɈɎȴȯȌɒɅ ȕȍȲɒȍɜ

þȪɌɜȶɔǡǇ È ǀÉ

#05_04-- Ǳǔǝƾȼȡɐɜ

ȑɓȋȅǢǋǴǛǌǾǱǔǝƾǚǡɓȋɔ¤ȰȡȨɔǡ ȅƽ ǼǎǊǱǌ¡
Ƶǝǒǵ ȼȡɐɜ ╢Ǟ¨È ǡȨȏɜɇȶȡɊɜȱ ǞǇ ƷǒǓנּ
Ʒǒ ǞǢ ȅ ǊǙƷǱǌ¡É

#05_05-- ȘɇɆǡ

ÔƵǽƿǛƹÕǡ ǔȅ ǚǝǂ ƻǙ ǈǎǾǒǴǞ ǱǿǒȜɈɎȴȯȌɆ
ȍɜȱÔȘɇɆÕǡ Ǌǲ ǝǜȅ Ǌǒǽ  ǊƵǖǒǽǊǱǌ¡

#05_06-- ɖɅȬȱ-Ȳɖºɜ

ɖɅȬȱ¤ɊȔ ǀ Ǳǿ¨

#99_ -ǐǡ ǡƽǢǝǊ

ǐǡ ǡ ǢǆǔǼǚ¡ɀɒȬȱȾȒºɉ ǚǡ ǘǂǽǞǇ ǂǓǈƷ¨
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ȜɈɎȴȯȌɒɅ¤WEBǡ
ÔSlackÕǫǡ Ⱦɖºנּ

63



ȜɈɎȴȯȌɒɅ¤WEBǡ ÔSlackÕǫǡ Ⱦɖºנּ

市ＨＰやQRから「コミュニティ

ラボへ参加する」。（電子申

請・届出サービスに入る。）

•ЀЬвИГϰжЩχ ʺ

SlackϹϱЖжϱрϬ Ϛʻ

• ṛ Ϭᶎ ΰʺ˲ Ӫ

βϥ˳Ϭᴃβʻ

•Ю˔иϯЖйІϬ ΰʺ

˲ḁ βϥ˳Ϭᴃβʻ

本申請のための申込URLが送ら

れてくる（自動配信）

• ϣϦοΦθURLϬϼзА

ϼβϥΰʺ ‮ Ϭ

βϥʻ

♃ ʺ ♃ ТзϹЗʺ

‹ʺ ʺ

ʺ ˢᶘ  ˣʺ

‹ʺ Ю˔иϯЖ

йІʺ

• Ϭᶎ ΰʺ ΰ₅Ϛ

Slackの招待URLが送られてく

る

• ϣϦοΦθURLϬϼзА

ϼΰʺˮ₈βΩ╥ᴥ˯Ϭϼ

зАϼβϥʻ

•ϯϸϳрЕ ʺФк

Тϰ˔и Ϭ“Ξʻ

•ῨΦσЎарКиτ╥ᴥβ

ϥʻ

64

¤ Ǆ ȞºȼȢǚǡ ǀ Slackǡ ǀ



65

ɄºɉɃºȡǷƆƇȅ ǲ ǲǊǙ נּ ȾȒºɉǫ

ǡɄºɉɃºȡ ǢƆƇȅ ǲ
ǲ  נּ ȾȒºɉǞ Ǿ¡



ɖșȍɜ
Ô ǎǍǞ Ǌ ǳÕ Ǣ

ƿƽ ǡ Ǣ IDȅ ȅ 66

¤ ȞºȼȢ
ÔȜɈɎȴȯȌɒɅÈSlackÉ נּ ȾȒºɉÕǡ

 ȕȍȲɒȍɜȅ ǌǾ¡



Ǟ ≥ǌǾ¡

67

¤ ȞºȼȢ
ÔȜɈɎȴȯȌɒɅÈSlackÉ נּ ȾȒºɉÕǡ

ññññôcity.kumagaya.lg.jp

ññññôcity.kumagaya.lg.jp

ññññôcity.kumagaya.lg.jp

ɊºɔȋȲɕȢȅ  Ô ǌǾÕȅ
fiǌ¡



ɊºɔǞURLƿ ǼǿǾǡǚ Ș
ɓȬȘǌǾ¡
Ĉ
ȅ ǌǾ¡

Ⱦɓȕȳ

È É

ɊºɔȋȲɕȢ

Ĉ
Ô ǫ ǳÕȅfiǌ¡

68

¤ ȞºȼȢ
ÔȜɈɎȴȯȌɒɅÈSlackÉ נּ ȾȒºɉÕǡ



¤ ȞºȼȢ
ÔȜɈɎȴȯȌɒɅÈSlackÉ נּ ȾȒºɉÕǡ

69

ȅ Ǌ 
Ô ǳÕȅfiǌ¡

ññññ

Șɇ

Șɇȕɍ Șɇ

ññññôcity.kumagaya.lg.jp



¤ ȞºȼȢ
ÔȜɈɎȴȯȌɒɅÈSlackÉ נּ ȾȒºɉÕǡ

70

ƿ ǌǾ¡

ññññôcity.kumagaya.lg.jp

ññññ

ññññ

Slackǡ URLƿɊºɔǚ ǼǿǙǂǾ¡



slackǡ

þǱǍǢ ƾǼ

Ŧ ȋȔȏɜȱ

URLƾǼ Ô ǌǃ ÕȅȘɓȬȘǊ ȋȔȏɜȱȅנּ ǊǱǌ¡

ŧ ɀɖȾȌºɔ

ȴȬȘȶºɉǚǡ ǵּס ǚǌ¡

þȪɌɜȶɔǛǢ

¤ ǷȯºɇǇǛǞ ƾǿǒșɔºɀȪɌȬȱ

¤ȺȿɓȬȘȪɌɜȶɔÔñÕ¥ ǚǵ Ǟ ǚǀǾנּ

¤È ÉɀɒȍɂºȱȪɌɜȶɔÔ Õ¥ ǈǿǒ Ǌƾ ǚǀǝƷנּ

71

Ŧ ǱǍǢ ǌǾ¡ȪɌɜȶɔǛǢ¡



ŧ ɀɖȾȌºɔ ¤

72

ӢȘɓȬȘǊǙ
ǌǾ¡

ɀɖȾȌºɔ
ǚǢɊºɔȋ
ȲɕȢƿ ǈ
ǿǱǌƿ  ǡ
ƾǼǢ ƻǱ
ǎȆ¡

ӡ ǡɇºȘזּ
ȅȘɓȬȘǊǙ
ÔɀɖȾȌº
ɔÕȅ ǌǾ¡

slackǡ

Șɇ

ññññôcity.kumagaya.lg.jp



ɇȴɎȋɔòɔºɔ

73



ȜɈɎȴȯȌɒɅ ɇȴɎȋɔòɔºɔ

þǱǍǢ ƾǼ

Ŧ ȋȔȏɜȱ

URLƾǼ Ô ǌǃ ÕȅȘɓȬȘǊ ȋȔȏɜȱȅנּ ǊǱǌ¡

ŧ ɀɖȾȌºɔ

ȴȬȘȶºɉǚǡ ǵּס ǚǌ¡

þȪɌɜȶɔǛǢ

¤ ǷȯºɇǇǛǞ ƾǿǒșɔºɀȪɌȬȱ

¤ȺȿɓȬȘȪɌɜȶɔÔñÕ¥ ǚǵ Ǟ ǚǀǾנּ

¤È ÉɀɒȍɂºȱȪɌɜȶɔÔ Õ¥ ǈǿǒ Ǌƾ ǚǀǝƷנּ

74

Ŧ ǱǍǢ ƾǼ ȪɌɜȶɔǛǢ



ŧ ɀɖȾȌºɔ ¤

ӢȘɓȬȘǊǙ
ǌǾ¡

ɀɖȾȌºɔ
ǚǢɊºɔȋ
ȲɕȢƿ ǈ
ǿǱǌƿ  ǡ
ƾǼǢ ƻǱ
ǎȆ¡

ӡ ǡɇºȘזּ
ȅȘɓȬȘǊǙ
ÔɀɖȾȌº
ɔÕȅ ǌǾ¡

ȜɈɎȴȯȌɒɅ ɇȴɎȋɔòɔºɔ

75

●●●●
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Ũ ɊȬȤºȡȅ ¤

Ӣ
üȅfiǌǛ
ɊȬȤºȡ
ƿ ǈǿ
Ǿ¡

ӡɊȬȤºȡȅ
ǌǾ¡

Enterǚ ǌ
Ǿ¡

ȜɈɎȴȯȌɒɅ ɇȴɎȋɔòɔºɔ

76

●●●●
●●●●



ũ ɊɜȠɐɜ

ÅɊɜȠɐɜǛǢ ɊȬȤºȡȅ ȆǚǮǊƷ ȅ ǌǾ ¡ƷȂǣ⅜ ǡǻƹǝ
ǵǡ¡

Å Ǌǒ Ǟ ǈǿǾǡǚ  ǌּס ƿ ǂǝǾ¡

Å Ǟ ǊƾǄǙƷǾǡƾȂƾǼǝƷ ȅ ǃǆǛƿǚǀǾ

ÅÔôɏºȟº ÕǢ ǡ ƾȅ

ÅÔôchannelÕǢȪɌɜȶɔǞ ǊǙƷǾɊɜȹº ╢Ǟ ǦƾǄǾ

ÅɊɜȠɐɜǌǾǛ ƿ Ǟ ǂǒǴ  Ǟ ≥ǊǱǊǺƹ¡

Å ƿɊɜȠɐɜǈǿǾǛȪɌɜȶɔ ƿ Ǟǝǽ  ǡ ƿȹȬȡǚ ǈǿǱ
ǌ¡Ɋºɔƿ ǂ ǵǚǀǱǌ¡

ȜɈɎȴȯȌɒɅ ɇȴɎȋɔòɔºɔ

77



Ū ɓȋȘȠɐɜ

Å ǡ ƿ ǊǒɊȬȤºȡǞ ǊǙ Ƿ ǊǒǆǛȅɇºȘǝǜǚ≥ ǊǱǊǺƹ¡

ɓȋȘȠɐɜɇºȘ

ȜɈɎȴȯȌɒɅ ɇȴɎȋɔòɔºɔ

78

●●●●
●●●●



ū ɔºɔ Ô ǢȢɕȬȲǚÕ

ǆǆȅfiǌǛȢɕȬȲǡ ƿ ǈǿǱǌ¡
ǢɊȬȤºȡǛ ǋǚǌ¡

Ô∙ּזǞǵ ǌǾÕǞ
ǢȪȐȬȘǊǝƷ¡

ȜɈɎȴȯȌɒɅ ɇȴɎȋɔòɔºɔ

79
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ディスカッション、発表
フィードバック②

80

・中間報告会への準備
・各班で発表
・ファシリテーターからフィードバック
※ 原田ファシリテーターのフィードバックは後日Slackへ書込みます。



ḧ ⁮ᵓτΰΪθ₈ῇχІϾЅв˔и

ÅÈ É ǡ╗ Ǵ ǽ

Ů Ŧŭ È É ǱǚǞSlack

ÅÈȾȊȠɓȯºȨºÉ ǞȾȊȠɓȯºȨºƿȾȌºȲȹȬȘ

Ů ŧũ ÈאלÉǱǚǞSlackǫ ǲ

ÅÈ É ȾȌºȲȹȬȘǞ ǊǙ ǚ≥   ǡ ȅ ƹ¡

ÅÈ É ǡ Ǵ ǽ

Ů ŧŬ È É ǱǚǞSlack

ǡ ǡ≥ ǷǱǛǴ ǵȻɜȱǞǝǾƾǵ¨

ƷǙǲǙ ǻƷȋȍȰȋǢǜȆǜȆȠȐȋǊǱǊǺƹ¡

˓ Ɫ ⌠ τ θμο
・１班あたり発表時間７分以内
・スライドは発表用テンプレートで10
枚以内（テンプレートはSlackに掲載）
・WEB上で公表します。
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写真撮影

82



閉会
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